
２０１６年（平成２８年）８月２８日 上毛新聞掲載 

 

中越地震犠牲者追悼の十三回忌 

新潟・長岡で県曹洞宗青年会 

 

 県曹洞宗青年会（渡辺龍道会長）は２２日、新潟県長岡市濁沢町の「稚児六地蔵」前で、

２００４年に発生した中越地震の犠牲者を追悼する十三回忌法要を行った。 

 地蔵は慰霊と復興を願って、同会が４５周年事業として２００７年に建立した。設置場

所の太田地区では、地震で２人が亡くなっている。 

 現地に到着した会員１６人は地蔵の清掃や周辺の草刈りを行い、犠牲者を悼んで祈りを

ささげた。法要には住民２０人が参加し全員の読経が響く中で焼香した。住民との交流会

も行われた。 

 地震後、同地区では世帯数の減少が深刻となっている。渡辺会長は「震災の傷痕は根深

い。地域の復興を今後も願っていきたい」と話した。 


